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漢字の見方、考え方 

 

今までは、まだ学習したことのない漢字、初めて見る漢字は、先生

に教えてもらうか、辞書で調べるかしなければ、読めないもの、分から

ないものと決まっていました。しかし、形声文字の構成法が分かれば、

初めて見る漢字でも、どういう意味を持った、何と読む字か、おおよそ

の見当がつくのです。 

こういう学習法で漢字を学習していきますと、推理力が高まり、ほん

とうの意味での学力がつきます。なぜなら、ほんとうの学力とは、知識

を丸覚えして蓄えることではなくて、既知の知識を活用して、未知の

分野を開拓していく力のことだからです。 

今までのような、がむしゃらに漢字を覚えるような態度、ただ数を多

く覚えさえすればよいというような学習法で得られた漢字力は、ほんと

うの漢字力とは言えません。 

では、漢字をどのように見、どのように考えたらよいのでしょうか。こ

れを実例によってお話いたしましょう。 

 


